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 今年の暑さは格別だった。これは皆さん御同感と

思う。転々としてねむれないので、蚊にくわれなが

らの読書はさっぱり熱が入らない。やはり秋は読書

の候と云うが、むべなるかな、暑いと頭がカッとし

て、健全な考えが出ない。何かよい工夫はないもの

かと考えるが、日中町の中では扇風機にあたる位が

精一杯だ。最近冷房が岡山市にも流行し、商店にも

料理屋にもたくさん見かけるが、これを利用すると

なると金が問題となる。映画館は安上がりだが、勤

務中はこれも出来ない。海水浴や登山を試してみて

も２、３日の運命でチョン。 

 まずまず我が家に帰って、一風呂あびて、裸での

ごろ寝が最も大衆的であるとの結論に達し、専らこ

れを励行した。しかし夕凪という瀬戸内海特有の奴

に襲われると、大の男まさに一コロである。 

 浴衣と云う代物は実に便利で、来客があると、す

ぐ引っかけて役に立つし、又裸で寝た場合は腹巻代

用になる。着てみると中々粋なもので、浴衣を着た

女の姿は御色気があって、どれもこれも美人に見え

るのは不思議だ。しかし、汗くさくて、くたびれた

のはいただけない。 

 暑い時のビール１杯は格別で、極楽の境地に達す

るが、２杯、３杯となると、うまくもないし、暑さ

を増すのと尿意をもよおして、忙しくなるので、あ

まり感心出来ない。 

 最近御婦人のビール党が増えて、岡山のビヤホー

ルでよく見かけるようになったのは愉快であり、た

のしい。 

 どうも大衆的な銷夏法には名案がないようだ。心

頭を減却すれば火も又涼しの心境には中々達しない。 

 しかしこんな事を云っていると御百姓さんに叱ら

れる。この暑い日中に田の中の作業は大変だ。又農

作物にも申訳ない。この蒸し暑さが米を増産し、各

種農産物を豊富に供給してくれるのだ。 

 人間は勝手なもので、暑い厚いと云い、寒い寒い

となげく。これを毎年繰返して、一巻の終わりとな

る。ああ人生ははかなきものかな。されば、元気を

出して、頑張りましょう。これが積極的な銷夏法で

しょう。 

 

 


